
 

 

こんにちは、院長の高橋です。 

春の息吹きが見え始めた今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしで

しょうか？  

暦の上ではもう“春”ですが、実感するのは「桜が咲いた頃」だっ

たり、「温かいお鍋が食べたい！」という気持ちが徐々に遠のいた頃

でしょうか？（笑）  

ところで、具菜を煮込むだけというとてもシンプルな鍋料理ですが、日本に定着したのは

意外に遅く“江戸時代”に入ってからのようです。 昔は身分で食事も違っていたため、同

じ鍋を皆で囲みながら食べる習慣はなかなか生まれなかったそうです。 そう考えると、鍋

料理は身分の垣根に“大きな変革を与えたもの”と言えるのかもしれませんね。 

ちなみに、日本は他の国よりも種類が豊富で「もつ鍋」「カレー鍋」「コラーゲン鍋」など

“５０種類以上”もあるそうです。 また、地域によって味付けが違ったり「きりたんぽ鍋

(秋田県)」や「石狩鍋(北海道)」「飛鳥鍋（奈良県）」など郷土色豊かなのも 

日本の鍋の特徴ですね。 

寒さがまだ残る季節ですので、お鍋など体の温まるものを食べてご自愛く 

ださい。                        

院長 高橋淳一 
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